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概要 
  フッ素は酸素を超える単体の酸化力を有する唯一の元素である。酸化物の表面にフッ素ガスある
いはフッ化ハロゲンガスを作用させると、室温程度の比較的低い温度でも表面の性質を変化させるこ
とができる。電気化学反応はイオン伝導体と電子伝導体の界面で進行するため、その界面状態は反応
の進行に大きな影響を及ぼす。電池内で進行する充放電反応はその代表的な例である。現在二次電池
の主力となりつつあるリチウム二次電池の正極は、リチウム含有遷移金属複合酸化物を活物質とし、
炭素材料を導電材として構成されている。これまでに、これらのリチウム二次電池正極材料、特に活
物質について、表面をフッ素化ガスで改質することにより電気化学的に重要な「反応の場」の性質を
制御し、高放電容量あるいは高安全性、長寿命などの特徴を有する電極材料の創出の可能性を見出し
てきた。また最近、表面フッ素化修飾だけでなくナノ厚カーボンコートとの併用も試み、相乗効果が
あることを見出した。これらのことを総合し、酸化物(微粒子)材料の表面修飾技術としての体系化を
試みている。 
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